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【学位論文審査の要旨】
審査結果
本論文において服部剣仁矢は、「刀剣」が『古事記』の文脈において重要なはたらきを
していることを明らかにした。王権神話としての『古事記』を、「刀剣」という視点から
捉えることの重要性を様々な観点から論証した。その場合服部によれば、王権神話におけ
る「刀剣」の性格は決して単純ではない。たとえば、タケミカヅチにしても、荒ぶる神と
しての性格を自身が内包しているという。そうであるがゆえに、タケミカヅチの地上での
活躍が可能になる、と服部は指摘する。また、草那芸剣にしても、ヲロチから出現したこ
の剣に対し、服部は「地上の自然が孕んだ異質性」を見ている。つまり、普通に考えられ
る「王権」的なプラスの要素とは異なった、自然性であったり、異質性であったり、暴力
性であったり、いわばその負の側面をも、「刀剣」（神）がその性格として合わせもって
いることを指摘している。服部によれば、「天」(天皇)にとって「地」は取り込まれる危
険に満ちた、触れがたい、荒ぶる世界として描かれている。その地上世界といかに接触し、
交渉し、そして統治を可能にしていくかの要に「刀剣」（神）が存在する。「刀剣」（神）
に注目して『古事記』を読むことは、『古事記』における「神」とは何なのか、「王権」
とはいかなるものなのかを、根本から問い直すことに繋がるであろう。
とはいえ、本論文において『古事記』の「刀剣」が必ずしもきちんと整理されて論じら
れているわけではない。服部の研究によって『古事記』における「刀剣」が重要な視点で
あることは明らかになったけれども、『古事記』における「刀剣」（神）にもいろいろな
レヴェルがあり、服部の言う「刀剣」（神）はそれぞれどのような関係にあるのかなど、
今後さらに明らかにされなければならない課題も少なくない。
しかしながら、現段階で、こうした課題のすべてに応えるよう求めるのも無理な話であ
ろう。『古事記』における「刀剣の研究」は服部によって端緒が開かれたばかりであり、
研究の進展にはそれなりの時間が必要なのである。服部が本論文において、評価できる十
分な成果を収めていることは間違いない。
公開審査は平成三〇年一月三〇日（火）、五号館一四三室において開催された。この
審査の場では活発な議論がなされ、服部が高い研究能力の持ち主であることが改めて確認
された。以上に述べた理由によって、審査委員一同は、服部剣仁矢に博士（文学）の学位
を授与することが適当であると判断した。
